制作における随想

　私たちが生命や宇宙の神秘にふれるとき、宗教的と表現されるような一種の感銘をうけることがありますね。大昔の宗教は、そのような体験や、それらを理解しようとする努力のつみかさねから生まれたと言ってもよいでしょう。

紀元前のアジアに限っても、ヒンズー教、神道、ゾロアスター教、仏教など、多くの宗教が生まれました。これらは、生命や宇宙の不思議さ、生きることの意味などを常にあつかってきました。その意味で、創生期の宗教は科学とよく似ております。

しかしながら、長い歴史の中では、宗教にともなう事件が私たちに不幸をもたらすこともありました。それは、人間のみにくい欲望、異文化に対する偏見などの、人間が本来もつ欠陥が宗教と結びついたためですね。

宗教からこのようなマイナス面を排除し、私たちの幸せに結びつくようにするには、現代の科学が有効ではないかと思います。生命現象がどんなに神秘的に見えても、生体高分子や細胞同士の相互作用に帰着するのだということがわかれば、宗教にありがちな心の呪縛から解放されるのではないでしょうか。

ところで、今回神々の姿を利用しようと思ったきっかけは、宗教心ではなく、それらが美術的な造形として美しいと感じた、それだけなのです。
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